
第６回人権サークルふれあい 
 今回は、「炊飯器パエリア・ニンジンのオレンジ
サラダ・トルティージャ・かぼすゼリー」を作り
ました。途中、最大のトラブル(笑)が発生しました
が、そこはスタッフが何とかカバーして無事に完
成される事が出来ました。 
 調理後は、「パパ・ママをぶたないで!!」という
ノルウェーの人権啓発 DVD を鑑賞し意見交換を行
いましたが、活発な意見が出され充実した時間を
過ごす事が出来ました。 

 

                              

 
 

 
     

 

 

 

 

       
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                

福岡県京築地区社会人権・同和教育担当者 
協議会ブロック研修会 

１０月２５日(木)に福岡県京築地区(行政・教
育委員会)１６名が当センターで、別府市の人権
啓発・人権教育への取り組み等を研修し、意見
交換を行いました。 
 京築地区の参加者からたくさんの質問や意見
が出され、有意義な交流を図ることが出来まし
た。 

☆１０月・１１月の活動の様子(一部)☆ 

『別府的が浜焼打ち事件』をご存じですか？ 

 全国水平社が創立されて、１か月たらずの１９２２年(大正１１年)３月２５日、別府警察署が別

府的が浜の松林付近に住んでいた社会的に立場の弱い人々の小屋を焼き払った事件。 

 別府的が浜は、別府湾に面した美しい海岸沿いに位置していて、その海辺の松林のなかに、源

為朝が弓を立てかけたと伝えられる「弓掛松」という老樹がありました。ところが、赤十字総裁

である閑院宮載仁親王という皇族が、別府で行われた日本赤十字社大分県支部の総会に参加して

の帰りに「御召列車」から的が浜付近の「弓掛松」を見ることになり、そこで付近をきれいにす

るために、別府警察署の巡査数十名がやって来て、社会的に立場の弱い人々の住んでいた家屋を

破壊し、焼き払ってしまいました。焼かれた家２０戸あまり、約６０名が焼け出されました。 

 この事件を『大分新聞』や中央紙も取り上げ、ついに帝国議会で人権問題として議論され、大

分検察局の取り調べまで発展しましたが、「説得によって自分たちで取り壊した」という警察側の

主張が認められ、事件が解決されたことになっています。 

 しかし、この時に的が浜に住んでいた浄土真宗の布教師 篠崎蓮乗は、全国水平社の米田 富と

ともに、各地で的が浜焼打ち事件の真相を訴え、各地で水平社設立を促しました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

       

☆「春木っ子」子ども学習室 ☆         ☆介護予防教室「元気サンサン倶楽部」☆ 

   毎週水曜日 １５：００～１６：４０       毎週火曜日 １０：００～１１：３０ 

   １２月１９日                  １２月１８日 

    １月 ９日・１６日・２３日・３０日       １月 ８日・１５日・２２日・２９日 

☆人権サークルふれあい☆ 

   毎月第２金曜日 １０：００～１２：００ 

   １２月１４日・１月１１日 

 
部落解放共闘別府速見杵築地区会議「学習会」

１０月２８日(日)に杵築市健康福祉センターで
開催され、約１５０人の方が参加しました。全国
水平社結成に至る闘いの歴史を描いた映画「橋の
ない川」を上映し、人間の尊厳をかかげて敢然と
差別に抗して立ち上がってゆく被差別部落の人
びとの思いを学びました。 
 

「春木っ子」子ども学習室 

毎週水曜日の放課後に春木川小 4・5・6 年
生の生徒約 33 名が当センターで学習してい
ます。写真は、ヒューマンフェスタ 2012 に
向けての展示作品づくりをしている様子で
す。 

♬ヒューマンフェスタ 2012 おおいた♬ 
１１月３０日(金)・１２月１日(土)の２日間、大分市iichiko総

合文化センターで大分県人権啓発フェスティバル 2012 が

開催され、あらゆる人権問題についての展示室や展示ブー

ス、人権相談、講演会、特設ステージでの催し、映画上映な

ど会場内の様々な場所でたくさんのイベントがあり、多くの

方々がご来場下さいました。 

みなさま大変ありがとうございました。 

今年もお世話になりました。 

来年もよろしくお願いしま


